
御土居の新知見
―御土居の堀は障子堀だった ?!―
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図５　JR丹波口駅周辺の御土居堀復元ライン（１：4,000） 図６　JR丹波口駅周辺の
　　　　　　　　　　　　　　　『京都惣曲輪御土居絵図』

　　　　　　　　　　　　（元禄15年（1702）作成、京都大学総合博物館所蔵）

図３　JR丹波口駅周辺調査からの御土居復元模式図（１：200）

図４　丹波口周辺の御土居　『京都惣曲輪御土居絵図』（元禄15年（1702）作成、京都大学総合博物館所蔵）
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京都市遺跡地図の御土居跡範囲
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表１　御土居関係略年表

年号 西暦 事　　　柄

天正10年 1582 ６/２本能寺の変。６/13山崎の戦い

天正11年 1583 大坂城築城開始。

天正13年 1585 秀吉、関白となる。

天正14年 1586 聚楽第着工（天正15年完成）。

天正16年 1588 方広寺大仏殿着工。

天正18年 1590 後北条氏滅亡。秀吉天下統一なる。京都において天正地割実施。

天正19年 1591 御土居の築造、閏１月着工、４月にほぼ完成。寺町を建設。

文禄元年 1592 文禄の役始まる。伏見城（指月）築城開始。

文禄４年 1595 豊臣秀次自害、聚楽第破却。

文禄５年 1596 ７月京都・伏見で大地震、伏見城倒壊。木幡山に再建開始、10月本丸完成。

慶長２年 1597 慶長の役始まる。

慶長３年 1598 ８/18秀吉、伏見城にて死去。

慶長５年 1600 関ヶ原の戦い。

慶長８年 1603 京都所司代を設置。

寛永18年 1641 花街・島原が成立。六条三筋町からの移転による。

寛文８年 1668 京都町奉行設置。

寛文９年 1669 御土居の管理、角倉家に委託される（寛政３年（1791）まで）。
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図 10　調査 33 における堀の畝状高まり （１ ： 400）

図11　調査33 １区堀（北東から）

図12　調査33 １区堀（北から）

図13　調査33 ３区堀（北から）図７　調査30周辺における堀の畝状高まり（１：400）

図８　調査30 堀（北西から）

図９　調査30 堀の畝状高まり（北東から）
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